
2024年5月 

会 員 各 位 

一般社団法人日本バルブ工業会 

（ 公 印 省 略 ） 

バルブ初級研修（会員向け）開催のご案内 

[2024年 7月10日（水）～12日（金）] 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます｡ 

さて、標記研修会を別紙の要領で開催いたしますので、ご案内申し上げます｡ 

本研修会は、バルブの種類・構造と関連技術、市場、関連法基準などについての基礎的研修です｡多くの

種類のバルブについて学べる貴重な研修となりますので、是非、研修会への参加をご検討下さいますよう、

よろしくお願い申し上げます｡ 

敬具 

［受講お申込み方法］ 

下記の申込WebフォームURLから必要事項を入力のうえ、お申込みください。 

・申込締切日：6月25日（火）

・振込期限：6月28日（金）

※日限に間に合わない場合、調整できる場合がありますので事務局までご相談ください。

・申込Webフォーム https://form.run/@info-sJJZwYinWTyCDRVoDEHQ

［お申込みいただく際のご注意］ 

※お申込み完了後、受付完了メールが自動送信されるのは【申込担当者】のメールアドレスのみになります。

【受講者】には受付完了メールは送信されませんのでご容赦ください。

※1社につき3名様を超えてお申込みいただけますが、その場合は、まず3名様分をお申込みいただいた後、

3名様以降の方を、もう一度Webフォームへ入力のうえお申込みください。

※定員を超えた場合は、複数名でお申込みをいただいている会員企業に人数調整をお願いすることがありま

すので、予めご承知おき願います。

※新版バルブ便覧（第二版）を購入するWeb受講者には、事前に郵送いたしますので、所定のWebフォー

ムに郵便番号、住所も入力ください（対面受講者には会場でお渡しいたします）。

［受講料お振込み方法］ 

原則として請求書・領収書は発行しておりませんのでご了承ください。受付完了メールをご参照いただき、

お申込みされた人数・内容の合計金額を、別紙概要に記載の口座へお振込みくださいますようお願いいたし

ます。 

※銀行振込手数料は、申込企業様にてご負担をお願いいたします。

※個人でお振込みされる場合は、会社名も分かるようにお振込みください。

［お申込み・問合せ先］ 

一般社団法人日本バルブ工業会 事務局 （担当：土屋） 

E-mail： info@j-valve.or.jp TEL: 03-3434-1811 MOBILE: 080-3401-8918 FAX: 03-3436-4335 

〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館510号室 
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2024年度 バルブ初級研修（会員向け）開催概要 

  標記研修会を下記要領にて開催いたします。 

（記） 

〇工業系以外の文系卒の若手・中途社員の方などは、事前に次の会員企業・当会ウェブサイトをご覧ください。基礎用
語などを確認することで、3日間の内容がより分かりやすくなります（順不同）。 

・(株)キッツ：バルブの基礎知識 https://www.kitz.co.jp/reference/

・(株)テイエルブイ：蒸気のお役立ち情報 https://www.tlv.com/ja-jp/steam-info

・(株)ベン：公式YouTube（自動弁の動作ほか） https://www.youtube.com/@venn-valve

・(一社)日本バルブ工業会：バルブについて https://j-valve.or.jp/valve/

【対面受講者向けのご案内（今回のトピックス）】 

〇今回は昼食時に「ランチ・アンド・ラーン」を実施いたします。ご自身が抱えている問題などを相談したり、普段
交流できない方々との貴重な場として、ぜひご活用ください。 ※Lunch & Learnとは？： https://x.gd/eDisa 

〇今回は会場でお持ち帰りいただける当会創立70周年記念グッズもご用意いたします。 

1. 開催期日： 2024年7月10日（水）～12日（金）※受講者は3日間すべての講義を受講するものとします。

2. 開催方法： ハイブリッド（対面・Web受講の選択型）

※受講者による受講中の録音・録画はお断りいたします。また、お申込みいただいていない方が受講者と同時に視

聴されることもご遠慮ください。 

※今後の品質向上のため、主催者による録音・録画をいたします（ウェビナー＝受講者のビデオは常時OFF、音声

は講義中に音声接続を希望する受講者のみ、主催者承認後にONとなります。また、録画データの配布はいたし

ません ※講師の要望により、講師には提供する場合があります）。 

※受講いただくにあたってのご案内・注意事項・お願いが生じた場合は、都度メールでお知らせいたします。 

【対面受講者向けのご案内（追加）】 

※昼食のご用意はありません。会館の地下3階の飲食店や、天候にもよりますが、最寄りの東京タワーの飲食店な

どをご利用ください（コンビニやフードコートがあります）。ですが、いずれの店舗もお昼時は込み合いますの

で、予め購入した昼食を会場に持ち込み、会場や会館内で召し上がっていただいても結構です。 

※服装はクールビズでお越しください。 

※館内の無料Wi-Fiを利用いただけます。PWなどは事前の配布資料でご案内いたします。 

※会場には休憩中にご覧いただけるカットサンプルをご用意いたしますが、重いものや鋭利な箇所がありますので、

怪我や落下を防ぐため、触れる前には会場に用意する軍手を着用ください。 

【Web受講者向けのご案内】 
※お申込み前にZoomの推奨環境などを同社ホームページでご確認ください → https://zoom.us/test 

※インターネット経由でのライブ中継となりますので、画像や音声が乱れる場合があります。また、回線状況によ

っては講義を中断し、再接続して再開する場合がありますので、予めご承知おき願います。 

3. 開催場所： ①対面受講者＝東京・機械振興会館
※アクセス＝ http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html 

②Web受講者＝Zoomウェビナー（ライブ配信） 

4. 内 容： 会員企業向けのバルブの基礎知識研修 

※バルブとは一般弁、自動弁、水栓。知識の範囲は､バルブの種類・構造、関連技術､市場、関連法基準と応用状況とする。 

5. 受講対象者： 会員企業の社員であり、各種バルブの基礎知識を習得されたい方はどなたでも受講いただけます。 

6. カリキュラム： 別紙をご参照ください。

（次のページに続きます） 
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7. 各講義テキスト： 対面・Web受講者いずれも開催前にメールでお送りいたします。

※対面受講者には、印刷した各講義テキストを会場でお渡しいたします。 

8. 定 員： ①対面受講者＝40名 

②Web受講者＝90名 

※対面受講者が少ない場合、全面Web開催に変更となる場合がありますこと、予めご承知おき願います。 

（申込締切日後、受講者各位へ開催方法のご連絡をいたします） 

※例年、募集開始から短期間で定員を超える申込みをいただいておりますので早めのお申込みをお願いいたします。

お申し込みが定員を超えた場合は、複数名での受講申込をいただいている会員に人数調整をお願いすることがあ

ります。あらかじめご承知おきください。 

9. 受 講 料：  対面・Web受講者＝共に30,000円／名

＜オプション選択＞ 

・新版バルブ便覧（第二版）購入＝5,000円／冊［対面・Web受講者共に選択可］

・懇親会参加＝5,000円／名［対面受講者のみ選択可］

例：対面で受講し、便覧を購入、懇親会に参加する場合＝計40,000円／名 

【新版バルブ便覧について】 

これまでと同様に「新版バルブ便覧」は講義テキストとして使用いたしますが、購入対象となる「新版バルブ

便覧」は、これまでと同様、2021年6月15日に発刊した第二版です。10年ぶりの改訂となった第二版では、

原稿の見直しや関連規格との整合性を図り、新章（環境、IoT・AI）の記述もありますので、是非お買い求め

ください（2021年当時、第二版は会員企業各社への贈呈はしておりません）。前回と同様、テキストに「新版

バルブ便覧」のページ番号の記述がある箇所には、初版・第二版両方のページ番号を記載いたしますので、初

版しかお持ちでない方でも受講できるようにテキストをご用意いたします。 

※購入申し込みされない対面受講者は、初版or第二版を会場に持参してください。 

※購入申し込みされた対面受講者には、初日の会場で第二版と手提げ袋をお渡しいたします。なお、初日終了

後はお持ち帰りいただくことになりますので、2日目からは忘れずにご持参ください。 

※Web受講者のうち、新版バルブ便覧（第二版）を購入申し込みされた方には、事前に郵送いたしますので、

所定の申込Webフォームに郵便番号、住所も入力ください。

10. 振込先： 下記口座へお振込みくださいますようお願いいたします。

備 考： 研修会終了後、3日間全ての講義に出席された方のみ、修了証書をお渡しいたします。 
※対面受講者には会場でお渡しし、Web受講者にはメールで送付いたします。 

以上 

受講料お振込み先： みずほ銀行 虎ノ門支店 （普）１２２８６７４ 

口座名義 シャ）ニホンバルブコウギョウカイ 

一般社団法人 日本バルブ工業会（TEL：03-3434-1811） 

※振込期限：6月28日（金） 

※日限に間に合わない場合、調整できる場合がありますので事務局までご相談ください。 

※原則として請求書・領収書は発行いたしておりませんのでご了承ください。受付完了メールをご参照い

ただき、お申込みされた人数・内容の合計金額をお振込みくださいますようお願いいたします。 

※銀行振込手数料は、申込企業様にてご負担をお願いいたします。 

※個人でお振込みされる場合は、会社名も分かるようにお振込みください。 
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ハイブリッド開催（対面・Web 受講の選択型） 2024 年度 バルブ初級研修（会員向け） カリキュラム

開催日 会場 内 容 講師（予定・敬称略） 

7 月 10 日 

（水） 

09:30- 

16:50 

機械振興会館 

6 階 

6-67 号室

09:30-09:50 ①当工業会とバルブ産業 

（20 分） 

09:50-10:40 ②バルブの市場 

（50 分） 

10:50-12:00 ③バルブの基本 

（70 分） 

－ 12:00-13:00（昼食 ※ランチ・アンド・ラーン） － 

13:00-14:10 ④一般弁の種類・構造 

（70 分） 

14:20-15:30 ⑤バルブに関する規格・法規・認証 

（70 分） 

15:40-16:50 ⑥自動弁の概要 

 (70 分) 

日本バルブ工業会 専務理事 

濱崎 雅幸 

技術委員会 

講師：小岩井 隆［元 (株)キッツ］ 

バルブ部会 

講師：中村 勝俊［(株)キッツ］ 

バルブ部会 

講師：中村 勝俊［(株)キッツ］ 

技術委員会 

講師：小岩井 隆［元 (株)キッツ］ 

技術委員会 

講師：小岩井 隆［元 (株)キッツ］ 

機械振興会館 

地下3階 若松 
17:10-19:00 懇親会 

7月 11日 

（木） 

09:30- 

17:00 

機械振興会館 

地下 3 階 

B3-2 号室 

09:30-10:40 ①調整弁 

（70 分） 

10:50-12:20 ②調節弁 

（90 分） 

－ 12:20-13:20（昼食 ※ランチ・アンド・ラーン） － 

13:20-14:20 ③安全弁 

（60 分） 

14:30-15:30 ④バルブの環境配慮設計 

（60 分） 

15:40-17:00 ⑤給水栓・ボールタップの 

（80 分） 種類・構造・特徴および節湯水栓 

自動弁部会 

講師：岩本 誉［(株)ヨシタケ］ 

自動弁部会 

講師：野村 剛［日本フイツシヤ(株)］ 

自動弁部会 

講師：山内 健太［(株)福井製作所］ 

環境委員会 

講師：野﨑 貴治［(株)大和バルブ］ 

水栓部会/給水栓標準化小委員会 

講師：寒川 敬士［(株)カクダイ］ 

7 月 12 日 

（金） 

09:30- 

16:00 

機械振興会館 

地下 3 階 

B3-2 号室 

09:30-10:40 ①スチームトラップ 

（70 分） 

10:50-12:00 ②電磁弁 

（70 分） 

－ 12:00-13:00（昼食 ※ランチ・アンド・ラーン） － 

13:00-14:20 ③給水装置と給水用具 

（80 分） 

14:30-15:40 ④国際標準（ISO、IEC） 

（70 分） 

15:40-16:00 修了式（20 分） 

自動弁部会 

講師：植野 昂［(株)テイエルブイ］ 

自動弁部会 

講師：滝村 武［(株)ベン］ 

水栓部会/止分水栓標準化小委員会 

講師：片山 翔太［前田バルブ工業(株)］ 

IEC 国内委員会 

講師：吉田 貴浩［アズビル(株)］ 

日本バルブ工業会 事務局 

※カリキュラムは変更になる場合があります｡予めご承知おき願います。
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